
水上村の石塔



水上村誌第四巻（H25.3.31） 水上村史（S45.5.31） 碑 文 No.0
材質 所在地

高さ 和暦

幅 西暦

時代

写真・図・規格 等



水上村誌第四巻（H25.3.31） 水上村史（S45.5.31） 碑 文 No.１
材質 所在地

加
久
藤
溶
結
凝
灰
岩

岩
野
覚
井
一
一
〇
一
‐
一

高さ 和暦

252㎝

元
禄
十
三
年

幅 西暦

44㎝

一
七
〇
〇
年

時代

江
戸
時
代

写真・図・規格 等

　
水
上
村
大
字
岩
野
覚
井
に
、
中
央
部
分
に
ヒ
ビ
が
入
っ
た
庚
申
塔
が
あ
り
ま
す
。

正
面
上
部
に
梵
字
の
□
（
ウ
ー
ン
）
を
彫
り
、
「
奉
庚
申
塔
」
と
あ
り
、
下
部
に
は

「
元
禄
十
三
庚
辰
天
十
一
月
二
十
七
日
立
之
、
奉
待
當
所
結
衆
二
十
一
敬
白
」
と
あ

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
「
文
化
元
年
八
月
奉
再
興
　
角
井
村
中
」
と
追
刻
し
て
い
ま

す
。
石
材
は
、
加
久
藤
溶
結
凝
灰
岩
、
高
さ
二
五
二
セ
ン
チ
、
幅
余
四
四
セ
ン
チ
。

　
岩
野
の
覚
井
に
、
「
奉
庚
申
塔
　
元
禄
十
三
庚
辰
天
十
一
月
吉
日
　
奉
待
当
所
結

衆
十
一
人
敬
白
」
と
刻
っ
た
も
の
が
建
っ
て
い
る
。

（
元
禄
十
三
年
＝
一
七
〇
〇
）

奉

庚

申

塔



水上村誌第四巻（H25.3.31） 水上村史（S45.5.31） 碑 文 No.２
材質 所在地

加
久
藤
溶
結
凝
灰
岩

字
石
原
　
道

ｰ

二
三
五

（
小
松
宅
と
東
宅
の
間
）

高さ 和暦

159㎝

明
和
五
年

幅 西暦

45㎝

一
七
六
八
年

時代

江
戸
時
代

写真・図・規格 等

 
水
上
村
大
字
岩
野
の
覚
井
に
、
正
面
上
部
に
梵
字
で
□
（
ウ
ー
ン
）
を
刻
み
、

「
庚
申
塔
、
明
和
五
戌
子
天
一
二
月
六
日
、
」
、
左
側
面
に
「
奉
再
興
、
文
化
四
丁

卯
年
、
椎
葉
要
助
、
田
代
久
助
・
・
」
他
一
九
名
の
名
前
が
あ
り
ま
す
が
、
ほ
と
ん

ど
判
読
で
き
ま
せ
ん
。
石
材
は
加
久
藤
溶
結
凝
灰
岩
、
高
さ
一
五
九
セ
ン
チ
、
幅
四

五
セ
ン
チ
。

 
岩
野
の
上
楠
に
、
「
庚
申
塔
　
明
和
五
年
一
二
月
六
日
」
（
十
八
名
程
の
人
名
が

刻
っ
て
あ
る
が
ほ
と
ん
ど
判
読
出
来
な
い
）
と
刻
っ
た
も
の
が
建
っ
て
い
る
。

庚
申
塔



水上村誌第四巻（H25.3.31） 水上村史（S45.5.31） 碑 文 No.３
材質 所在地

頁
岩

字
小
川
内
一
四
九
〇
ー
十
一

（
小
川
宅
　
炭
焼
き
小
屋
付

近
）

高さ 和暦

113㎝

享
保
五
年

幅 西暦

280㎝

一
七
二
〇
年

時代

江
戸
時
代

写真・図・規格 等

 
水
上
村
大
字
岩
野
の
小
川
内
に
、
正
面
上
部
に
梵
字
□
（
ウ
ー
ン
）
を
彫
り
、

「
庚
申
塔
」
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
右
側
に
「
享
保
五
庚
子
年
三
月
吉
祥
日
、
四

人
」
、
追
刻
で
「
文
政
三
庚
天
十
月
吉
日
、
大
川
内
村
中
」
と
刻
ま
れ
た
も
の
が

建
っ
て
い
ま
す
。
石
材
は
頁
岩
、
高
さ
一
一
三
セ
ン
チ
、
幅
二
八
〇
セ
ン
チ
。

 
岩
野
の
大
川
内
に
、
「
庚
申
塔
　
享
保
五
庚
子
年
三
月
吉
祥
日
　
四
人
」
「
文
政

三
辰
天
十
月
吉
日
　
大
川
内
村
中
」
と
刻
っ
た
も
の
が
建
っ
て
い
る
。
（
文
政
三
年

＝
一
八
二
〇
）

庚
申
塔



水上村誌第四巻（H25.3.31） 水上村史（S45.5.31） 碑 文 No.４
材質 所在地

加
久
藤
溶
結
凝
灰
岩

字
櫟
木
一
六
二
九

ｰ

二

櫟
本
宅
内

高さ 和暦

151㎝

文
政
七
年

幅 西暦

58㎝

一
八
二
四
年

時代

江
戸
時
代

写真・図・規格 等

水
上
村
大
字
岩
野
の
櫟
木
に
、
正
面
上
部
に
梵
字
で
□
（
ウ
ー
ン
）
を
刻
み
、
「
庚

申
塔
、
文
政
七
甲
申
歳
三
月
吉
祥
日
、
八
百
エ
門
　
加
左
エ
門
」
と
刻
ん
だ
も
の
が

建
っ
て
い
ま
す
。
石
材
は
加
久
藤
溶
結
凝
灰
岩
、
高
さ
一
一
五
セ
ン
チ
、
幅
五
八
セ

ン
チ
。
昭
和
一
六
年
（
一
九
四
一
）
の
『
球
磨
郡
誌
』
第
五
章
第
三
節
、
老
樹
名
木

誌
の
「
川
内
の
イ
チ
ヒ
（
水
上
村
大
字
岩
野
字
川
内
、
東
氏
宅
内
）
」
の
頁
に
、

「
傳
説
本
樹
所
有
者
東
辨
次
談
（
水
上
村
長
な
り
）
樹
下
西
南
側
に
文
政
七
年
三
月

建
設
し
た
る
庚
申
塔
あ
り
、
昔
時
此
樹
下
に
怪
物
の
出
る
を
除
く
為
め
に
建
て
た
る

も
の
な
り
と
云
ふ
。
又
北
側
に
山
神
を
祀
れ
る
石
壇
あ
り
、
昔
は
此
樹
下
は
猟
師
の

集
會
地
な
り
し
と
云
ふ
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

岩
野
の
櫟
木
に
、
「
庚
申
塔
　
文
政
七
甲
申
歳
三
月
吉
祥
日
　
八
百
エ
門
　
加
左
エ

門
」
と
刻
っ
た
も
の
が
建
っ
て
い
る
。
（
文
政
七
年
＝
一
八
二
四
）

庚
申
塔



水上村誌第四巻（H25.3.31） 水上村史（S45.5.31） 碑 文 No.5
材質 所在地

加
久
藤
溶
結
凝
灰
岩

字
松
ノ
平
一
六
〇
〇
ー
四

高さ 和暦

140㎝

弘
化
三
年

幅 西暦

45㎝

一
八
四
六
年

時代

江
戸
時
代

写真・図・規格 等

水
上
村
大
字
岩
野
小
川
内
五
本
松
に
、
「
庚
申
塔
、
弘
化
三
丙
午
歳
、
四
月
吉
祥

日
」
と
刻
ん
だ
も
の
が
建
っ
て
い
ま
す
。
石
材
は
加
久
藤
溶
結
凝
灰
岩
、
高
さ
一
四

〇
セ
ン
チ
、
幅
四
五
セ
ン
チ
。

※
村
史
に
掲
載
な
し

庚

申

塔



水上村誌第四巻（H25.3.31） 水上村史（S45.5.31） 碑 文 No.6
材質 所在地

頁
岩

岩
野
毛
田
瀬
一
六
四
九
ー
一

高さ 和暦

174㎝

明
治
二
六
年

幅 西暦

70㎝

一
八
九
三
年

時代

明
治
時
代

写真・図・規格 等

水
上
村
大
字
岩
野
下
川
内
に
、
「
猿
田
彦
太
神
、
明
治
二
十
六
癸
巳
年
、
正
月
吉
祥

日
、
建
立
者
岡
勝
平
、
球
磨
郡
人
吉
市
五
日
町
出
生
石
工
　
松
崎
勇
吉
、
世
話
人
櫟

木
弥
五
兵
」
と
刻
ん
だ
も
の
が
建
っ
て
い
ま
す
。
石
材
は
、
頁
岩
、
高
さ
一
七
四
セ

ン
チ
、
幅
七
〇
セ
ン
チ
。

※
村
史
に
掲
載
な
し

猿
田
彦
太
神



水上村誌第四巻（H25.3.31） 水上村史（S45.5.31） 碑 文 No.７
材質 所在地

加
久
藤
溶
結
凝
灰
岩

岩
野
上
幸
野
五
三

高さ 和暦

142㎝

寛
政
三
年

幅 西暦

41㎝

一
七
九
一
年

時代

江
戸
時
代

写真・図・規格 等

岩
野
の
幸
野
に
、
正
面
上
部
に
梵
字
で
□
（
ウ
ー
ン
）
を
刻
み
、
「
庚
申
塔
、
寛
政

三
辛
亥
年
二
月
吉
祥
日
、
高
野
村
中
」
と
刻
ん
だ
も
の
が
建
っ
て
い
ま
す
。
石
材
は

加
久
藤
溶
結
凝
灰
岩
、
高
さ
一
四
二
セ
ン
チ
、
幅
四
一
セ
ン
チ
。

岩
野
の
幸
野
に
、
「
庚
申
塔
　
寛
政
三
辛
亥
年
二
月
吉
祥
日
　
高
野
村
中
」
と
刻
っ

た
も
の
が
建
っ
て
い
る
。
（
寛
政
三
年
＝
一
七
九
一
）

庚
申
塔



水上村誌第四巻（H25.3.31） 水上村史（S45.5.31） 碑 文 No.８
材質 所在地

不
明

岩
野
上
幸
野
五
三

高さ 和暦

139㎝

大
正
一
三
年

幅 西暦

79㎝

一
九
二
四
年

時代

大
正
時
代

写真・図・規格 等

※
村
誌
に
掲
載
な
し

岩
野
の
幸
野
に
「
庚
申
塔
　
御
成
典
記
念
　
大
正
一
三
甲
子
年
正
月
吉
祥
日
　
幸
野

文
一
　
樅
木
為
治
　
西
正
雄
　
東
義
人
　
山
田
伊
三
次
　
那
須
勝
　
山
下
続
」
と

刻
っ
た
も
の
が
建
っ
て
い
る
。

庚

申

塔



水上村誌第四巻（H25.3.31） 水上村史（S45.5.31） 碑 文 No.9
材質 所在地

加
久
藤
溶
結
凝
灰
岩

字
上
里
坊
三
五
四
九

（
愛
甲
宅
　
前
　
）

高さ 和暦

99㎝

享
保
一
〇
年

幅 西暦

38㎝

一
七
二
五
年

時代

江
戸
時
代

写真・図・規格 等

水
上
村
大
字
岩
野
の
里
坊
に
、
正
面
上
部
に
梵
字
で
□
（
ウ
ー
ン
）
を
刻
み
、
「
庚

申
塔
、
享
保
十
乙
巳
年
正
月
二
十
一
日
」
と
刻
ん
だ
も
の
が
建
っ
て
い
ま
す
。
石
材

は
加
久
藤
溶
結
凝
灰
岩
、
高
さ
九
九
セ
ン
チ
、
幅
三
八
セ
ン
チ
。

岩
野
の
里
坊
に
、
「
庚
申
塔
　
享
保
十
乙
巳
年
正
月
廿
一
日
」
と
刻
っ
た
も
の
が

建
っ
て
い
る
。

庚
申
塔



水上村誌第四巻（H25.3.31） 水上村史（S45.5.31） 碑 文 No.10
材質 所在地

加
久
藤
溶
結
凝
灰
岩

字
上
里
坊
三
五
四
九

（
愛
甲
宅
　
前
　
）

高さ 和暦

115㎝

文
化
七
年

幅 西暦

58㎝

一
八
一
〇
年

時代

江
戸
時
代

写真・図・規格 等

水
上
村
大
字
岩
野
の
里
坊
に
、
正
面
上
部
に
梵
字
で
□
（
ウ
ー
ン
）
を
刻
み
、
「
庚

申
塔
、
文
化
七
庚
午
八
月
吉
辰
立
之
」
と
刻
ん
だ
も
の
が
建
っ
て
い
ま
す
。
石
材
は

加
久
藤
溶
結
凝
灰
岩
、
高
さ
一
一
五
セ
ン
チ
、
幅
五
八
セ
ン
チ
。

岩
野
の
里
坊
に
、
「
庚
申
塔
　
文
化
七
庚
午
八
月
吉
辰
立
之
」
と
刻
っ
た
も
の
が

建
っ
て
い
る
。
（
文
化
七
年
＝
一
八
一
〇
）

庚
申
塔



水上村誌第四巻（H25.3.31） 水上村史（S45.5.31） 碑 文 No.11
材質 所在地

水
成
岩

字
高
瀬
　
道
ー
一
二
三

（
高
瀬
公
民
分
館
　
裏
）

高さ 和暦

163㎝

寛
延
元
年

幅 西暦

64㎝

一
七
四
八
年

時代

江
戸
時
代

写真・図・規格 等

水
上
村
大
字
岩
野
の
覚
井
か
ら
高
瀬
に
延
び
た
旧
道
沿
い
に
、
正
面
上
部
に
梵
字
で

□
（
ウ
ー
ン
）
を
刻
み
、
「
庚
申
塔
、
寛
延
元
戊
辰
天
十
一
月
初
十
日
、
氏
子

中
」
、
左
側
に
「
奉
開
眼
供
養
、
慈
眼
院
十
世
亮
覚
・
・
」
他
三
名
の
名
前
が
あ
り

ま
す
。
高
さ
一
六
三
セ
ン
チ
、
幅
六
四
セ
ン
チ
。
寛
延
元
戊
辰
天
は
一
七
四
八
年
に

あ
た
り
ま
す
。

岩
野
の
高
瀬
に
、
「
庚
申
塔
　
寛
延
元
戊
辰
天
十
一
月
初
十
日
　
氏
子
中
」
と
刻
っ

た
も
の
が
建
っ
て
い
る
。
（
寛
延
元
年
＝
一
七
四
八
）

庚

申

塔



水上村誌第四巻（H25.3.31） 水上村史（S45.5.31） 碑 文 No.12
材質 所在地

水
成
岩

字
高
瀬
　
道
ー
一
四
〇
　
（
高

瀬
交
差
点
住
宅
村
道
入
口
）

高さ 和暦

139㎝

弘
化
三
年

幅 西暦

45㎝

一
八
四
六
年

時代

江
戸
時
代

写真・図・規格 等

水
上
村
大
字
岩
野
の
高
瀬
に
、
「
庚
申
塔
、
弘
化
三
丙
午
歳
、
四
月
吉
祥
日
、
三
村

中
」
と
刻
ん
だ
も
の
が
建
っ
て
い
ま
す
。
高
さ
一
三
九
セ
ン
チ
、
幅
四
五
セ
ン
チ
。

※
村
史
に
掲
載
な
し

庚

申

塔



水上村誌第四巻（H25.3.31） 水上村史（S45.5.31） 碑 文 No.13
材質 所在地

加
久
藤
溶
結
凝
灰
岩

字
小
園
三
四
二
六

一

（
無
人
販
売
の
裏
）

高さ 和暦

106㎝

天
明
六
年

幅 西暦

45㎝

一
七
八
六
年

時代

江
戸
時
代

写真・図・規格 等

水
上
村
大
字
岩
野
の
西
之
園
に
、
正
面
上
部
に
梵
字
で
□
（
ウ
ー
ン
）
を
刻
み
、

「
庚
申
塔
、
天
明
六
丙
午
年
十
一
月
大
吉
辰
、
西
之
園
若
者
中
」
と
刻
ん
だ
も
の
が

建
っ
て
い
ま
す
。
石
材
は
加
久
藤
溶
結
凝
灰
岩
、
高
さ
一
〇
六
セ
ン
チ
、
幅
四
五
セ

ン
チ
。

岩
野
の
西
之
園
に
、
「
庚
申
塔
　
天
明
六
丙
午
年
十
一
月
大
吉
辰
　
西
之
園
若
者

中
」
と
刻
っ
た
も
の
が
建
っ
て
い
る
。

庚

申

塔



水上村誌第四巻（H25.3.31） 水上村史（S45.5.31） 碑 文 No.14
材質 所在地

加
久
藤
溶
結
凝
灰
岩

字
宮
田
二
九
九
三

ｰ

二

交
差
点
角

高さ 和暦

193㎝

明
暦
三
年

幅 西暦

76㎝

一
六
五
七
年

時代

江
戸
時
代

写真・図・規格 等

岩
野
の
霧
島
神
社
の
入
口
に
、
正
面
に
地
蔵
菩
薩
坐
像
を
陽
刻
し
た
変
形
五
輪
塔
の

庚
申
塔
が
あ
り
ま
す
。
梵
字
は
、
上
か
ら
キ
ャ
・
カ
・
ラ
・
バ
・
ア
で
五
輪
塔
と
同

じ
で
、
右
側
面
に
「
奉
造
立
庚
申
供
養
、
為
現
世
安
穏
後
生
善
所
也
」
、
左
側
面
に

「
明
暦
三
年
三
月
丁
酉
吉
日
、
施
主
敬
白
」
と
い
う
銘
文
が
あ
り
ま
す
。
石
材
は
加

久
藤
溶
結
凝
灰
岩
、
高
さ
一
九
三
セ
ン
チ
。

岩
野
の
霧
島
神
社
の
入
口
に
、
地
蔵
菩
薩
の
座
像
を
陽
刻
し
、
「
奉
造
立
庚
申
供
養

為
現
世
安
穏
後
生
善
所
也
　
明
暦
三
年
三
月
吉
日
　
施
主
敬
白
」
と
刻
っ
た
も
の
が

建
っ
て
い
る
。
（
明
暦
三
年
＝
一
六
五
七
）

地

蔵

菩

薩

坐

像

を

陽

刻

正面右より撮影



水上村誌第四巻（H25.3.31） 水上村史（S45.5.31） 碑 文 No.15
材質 所在地

加
久
藤
溶
結
凝
灰
岩

字
宮
田
三
〇
〇
〇
ー
一

高さ 和暦

175㎝

享
保
三
年

幅 西暦

約30㎝

一
七
一
八
年

時代

江
戸
時
代

写真・図・規格 等

水
上
村
大
字
岩
野
の
宮
田
に
、
正
面
上
部
に
梵
字
の
□
（
ウ
ー
ン
）
を
彫
り
、
「
庚

申
塔
、
享
保
三
戌
戌
年
十
月
吉
祥
日
、
願
主
那
須
清
八
・
権
八
・
貞
八
・
源
八
・
太

八
・
市
介
・
丑
七
・
善
右
エ
門
…
」
と
い
う
銘
文
が
あ
り
ま
す
。
石
材
は
加
久
藤
溶

結
凝
灰
岩
、
高
さ
一
七
五
セ
ン
チ
、
幅
余
三
〇
セ
ン
チ
。

岩
野
宮
田
に
、
「
庚
申
塔
　
享
保
三
戌
年
十
月
吉
祥
日
　
願
主
那
須
清
八
　
権
八

貞
七
　
源
八
　
太
八
　
市
介
　
丑
七
　
善
右
工
門
…
…
」
と
刻
っ
た
も
の
が
建
っ
て

い
る
。
（
享
保
三
年
＝
一
七
一
八
）

庚

申

塔



水上村誌第四巻（H25.3.31） 水上村史（S45.5.31） 碑 文 No.16
材質 所在地

砂
岩

字
上
楠
二
五
六
〇
ー
一

（
恒
松
宅
　
角
）

高さ 和暦

152㎝

大
正
十
一
年

幅 西暦

50㎝

一
九
二
二
年

時代

大
正
時
代

写真・図・規格 等

水
上
村
大
字
岩
野
の
宮
田
、
岩
野
霧
島
神
社
参
道
に
、
「
庚
申
塔
」
と
刻
ん
だ
も
の

が
建
っ
て
い
ま
す
。
基
壇
正
面
に
「
大
正
十
一
年
二
月
吉
日
建
立
、
那
須
寅
五
郎
・

西
　
清
治
・
田
浦
廣
蔵
・
中
村
貞
蔵
・
那
須
森
五
郎
・
溝
口
銀
市
・
永
野
辰
次
・
椎

葉
亀
次
・
田
崎
彦
馬
・
城
下
市
平
」
と
あ
り
ま
す
。
石
材
は
砂
岩
、
高
さ
一
五
二
セ

ン
チ
、
幅
五
〇
セ
ン
チ
。

※
村
史
に
記
載
な
し

庚

申

塔



水上村誌第四巻（H25.3.31） 水上村史（S45.5.31） 碑 文 No.17
材質 所在地

水
成
岩

岩
野
宮
田
三
〇
五
七
‐
二

（
神
社
階
段
　
下
）

高さ 和暦

167㎝

年
代
不
詳

幅 西暦

62㎝

時代

写真・図・規格 等

水
上
村
大
字
岩
野
の
宮
田
、
岩
野
霧
島
神
社
参
道
に
、
正
面
上
部
に
梵
字
で
□

（
ア
、
主
と
し
て
大
日
如
来
）
を
刻
み
、
「
多
寶
如
来
塔
」
と
刻
み
、
右
側
に
「
現

當
二
世
安
楽
衆
□
名
中
、
安
全
五
穀
成
就
之
増
也
」
と
刻
ん
だ
も
の
が
建
っ
て
い
ま

す
。
お
そ
ら
く
庚
申
塔
の
一
種
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
右
側
の
銘
文
か

ら
江
戸
初
期
そ
れ
も
元
禄
よ
り
は
下
ら
な
い
も
の
で
し
ょ
う
。
高
さ
一
六
七
セ
ン

チ
、
幅
六
二
セ
ン
チ
。

※
村
史
に
掲
載
な
し

多
寶
如
来
塔



水上村誌第四巻（H25.3.31） 水上村史（S45.5.31） 碑 文 No.18
材質 所在地

変
成
岩

高さ 和暦

111㎝

宝
永
二
年

幅 西暦

31㎝

一
七
〇
五
年

時代

江
戸
時
代

写真・図・規格 等

水
上
村
大
字
湯
山
の
北
目
に
、
正
面
上
部
に
梵
字
で
□
（
ウ
ー
ン
）
と
刻
み
、
「
庚

申
塔
、
寶
永
二
酉
天
、
三
月
十
四
日
」
と
刻
ま
れ
た
の
が
建
っ
て
い
ま
す
。
高
さ
一

一
一
セ
ン
チ
、
幅
三
一
セ
ン
チ
。

湯
山
の
北
目
に
、
「
庚
申
塔
　
宝
永
二
酉
天
三
月
十
四
日
」
と
刻
っ
た
も
の
が
建
っ

て
い
る
。
（
宝
永
二
年
＝
一
七
〇
五
）



水上村誌第四巻（H25.3.31） 水上村史（S45.5.31） 碑 文 No.19
材質 所在地

花
崗
閃
緑
岩

湯
山
馬
場
二
七
一
‐
一

（
ご
し
ん
入
口
）

高さ 和暦

114㎝

文
政
十
二
年

幅 西暦

70㎝

一
八
二
九
年

時代

江
戸
時
代

写真・図・規格 等

水
上
村
大
字
湯
山
字
覚
井
に
、
「
猿
田
彦
太
神
、
文
政
十
二
己
丑
年
三
月
吉
祥
日
」

と
い
う
銘
文
が
あ
り
ま
す
。
石
材
は
花
崗
閃
緑
岩
、
高
さ
一
一
四
セ
ン
チ
、
幅
七
〇

セ
ン
チ
。

水
上
村
湯
山
覚
井
に
「
猿
田
彦
太
神
　
文
政
十
二
己
丑
三
月
吉
祥
日
」
と
刻
っ
た
の

が
建
っ
て
い
る
。
（
文
政
十
二
年
＝
一
八
二
九
）

猿
田
彦
太
神



水上村誌第四巻（H25.3.31） 水上村史（S45.5.31） 碑 文 No.20
材質 所在地

花
崗
閃
緑
岩

字
中
覚
井
　
道
ー
一
五
八

（
服
部
商
店
裏
　
旧
道
　
墓

地
）

高さ 和暦

160㎝

享
保
一
一
年

幅 西暦

61㎝

一
七
二
六
年

時代

江
戸
時
代

写真・図・規格 等

水
上
村
大
字
湯
山
字
神
揚
に
、
正
面
上
部
に
梵
字
で
□
（
ウ
ー
ン
）
と
刻
み
、
「
大

青
面
金
剛
塔
、
享
保
十
一
丙
午
天
、
三
月
吉
祥
日
、
若
者
中
」
と
刻
ま
れ
た
も
の
が

建
っ
て
い
ま
す
。
石
材
は
花
崗
閃
緑
岩
、
高
さ
一
六
〇
セ
ン
チ
、
幅
六
一
セ
ン
チ
。

※
村
史
に
掲
載
な
し

大
靑
面
金
剛
塔



水上村誌第四巻（H25.3.31） 水上村史（S45.5.31） 碑 文 No.21
材質 所在地

花
崗
閃
緑
岩

字
上
神
揚
一
二
五
〇
ー
一

高さ 和暦

284㎝

宝
暦
五
年

幅 西暦

42㎝

一
七
五
四
年

時代

江
戸
時
代

写真・図・規格 等

水
上
村
大
字
湯
山
字
上
神
揚
に
、
正
面
上
部
に
梵
字
で
□
（
ウ
ー
ン
）
と
刻
み
、

「
庚
申
塔
、
宝
暦
五
乙
亥
季
二
月
吉
祥
日
」
と
刻
ん
だ
も
の
が
建
っ
て
い
ま
す
。
石

材
は
花
崗
閃
緑
岩
、
高
さ
二
八
四
セ
ン
チ
、
幅
四
二
セ
ン
チ
。

湯
山
の
上
神
揚
に
、
「
庚
申
塔
　
宝
暦
五
乙
亥
年
三
月
吉
祥
日
」
と
刻
っ
た
も
の
が

建
っ
て
い
る
。
（
宝
暦
五
年
＝
一
七
五
五
） 庚

申

塔



水上村誌第四巻（H25.3.31） 水上村史（S45.5.31） 碑 文 No.22
材質 所在地

花
崗
岩

湯
山
下
神
揚
一
三
七
四

高さ 和暦

171cm

寛
政
十
二
年

幅 西暦

75cm

一
八
〇
〇
年

時代

江
戸
時
代

写真・図・規格 等

水
上
村
大
字
湯
山
字
神
揚
の
一
宮
神
社
前
の
石
碑
に
「
猿
田
彦
太
神
、
寛
政
十
二
庚

申
年
三
月
吉
祥
日
、
明
治
四
十
三
年
旧
正
月
十
四
日
改
、
神
揚
村
若
者
中
」
と
い
う

銘
文
が
あ
り
ま
す
。

水
上
村
湯
山
神
揚
の
一
宮
神
社
前
に
「
猿
田
彦
太
神
　
寛
政
十
二
年
庚
申
年
三
月
吉

祥
日
　
明
治
四
十
三
年
旧
正
月
十
五
日
改
　
神
揚
村
若
者
中
」
と
刻
っ
た
の
が
建
っ

て
い
る
。
（
寛
政
十
二
年
＝
一
八
〇
〇
）

猿
田
彦
太
神



水上村誌第四巻（H25.3.31） 水上村史（S45.5.31） 碑 文 No.23
材質 所在地

花
崗
岩

湯
山
下
神
揚
一
三
七
四

高さ 和暦

170cm

文
化
五
年

幅 西暦

87cm

一
八
〇
八
年

時代

江
戸
時
代

写真・図・規格 等

水
上
村
大
字
湯
山
字
神
揚
の
一
宮
神
社
前
の
石
碑
に
「
猿
田
彦
太
神
、
文
化
五
戊
辰

歳
三
月
吉
祥
日
、
湯
山
村
若
者
中
」
と
い
う
銘
文
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
と
き
書
か
れ
た
木
札
が
一
宮
神
社
に
残
っ
て
い
ま
す
。
猿
田
彦
太
神

建
立
　
施
主
人
数
　
椎
太
郎
　
本
左
エ
門
　
文
内
　
直
吉
　
忠
助
　
忠
兵
衛
　
半
五

郎
　
貞
七
　
次
郎
　
三
平
　
金
作
　
清
吉
　
勘
平
　
清
蔵
　
三
次
郎
　
六
助
　
亦
内

忠
平
　
六
兵
衛
　
吉
左
衛
門
　
伝
次
郎
　
三
平
　
万
平
　
惣
六
　
惣
次
郎
　
弥
六

平
作
　
本
助
　
源
蔵
　
伝
吉
　
友
助
　
只
右
衛
門
　
三
七
　
久
平
　
源
助
　
喜
左
衛

門
　
　
　
干
時
文
化
五
戊
辰
三
月
二
十
四
日
、
遷
宮
社
祠
大
神
雅
集
代
、
書
葎
石
彫

工
、
暢
籌
　
裏
面
に
は
「
惣
工
数
弐
百
壱
人
」
と
あ
り
ま
す
。

右
同
場
所
に
「
猿
田
彦
太
神
　
文
化
五
戊
辰
歳
三
月
吉
祥
日
　
湯
山
村
若
者
中
」
と

刻
っ
た
も
の
が
建
っ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
時
書
か
れ
た
木
札
が
社
展
に
残
っ
て
い

る
。
（
碑
文
省
略
）

そ
し
て
こ
の
木
札
の
裏
に
は
、
「
惣
工
数
弐
百
壱
人
」
書
か
れ
て
い
る
。
碑
面
に
い

う
「
若
者
中
」
と
い
う
の
が
こ
の
三
十
六
人
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
木
札
の

記
載
に
よ
っ
て
猿
田
彦
太
神
信
仰
の
内
容
も
理
解
で
き
る
が
、
恐
ら
く
こ
の
当
時
描

か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
絵
像
が
神
官
宅
に
保
存
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
附

記
し
て
お
こ
う
。
（
文
化
五
年
＝
一
八
〇
八
）

猿
田
彦
太
神



水上村誌第四巻（H25.3.31） 水上村史（S45.5.31） 碑 文 No.24
材質 所在地

花
崗
閃
緑
岩

字
上
神
揚
一
二
五
〇
ー
一

高さ 和暦

135㎝

文
化
一
一
年

幅 西暦

62㎝

一
八
一
四
年

時代

江
戸
時
代

写真・図・規格 等

水
上
村
大
字
湯
山
字
上
神
揚
に
、
「
猿
田
彦
太
神
、
文
化
十
一
甲
戌
年
九
月
吉
祥

日
、
湯
山
若
者
中
」
と
い
う
銘
文
が
あ
り
ま
す
。
石
材
は
花
崗
閃
緑
岩
、
高
さ
一
三

五
セ
ン
チ
、
幅
六
二
セ
ン
チ
。

水
上
村
湯
山
上
神
揚
に
「
猿
田
彦
太
神
　
文
化
十
一
甲
戌
年
九
月
吉
祥
日
　
湯
山
若

者
中
」
と
刻
っ
た
の
が
建
っ
て
い
る
。

猿
田
彦
太
神



水上村誌第四巻（H25.3.31） 水上村史（S45.5.31） 碑 文 No.25
材質 所在地

花
崗
閃
緑
岩

字
中
覚
井
　
道
ー
一
五
八

（
服
部
商
店
裏
　
旧
道
　
墓

地
）

高さ 和暦

160㎝

天
保
９
年

幅 西暦

54㎝

一
八
三
八
年

時代

江
戸
時
代

写真・図・規格 等

水
上
村
大
字
湯
山
字
上
神
揚
に
、
「
猿
田
彦
太
神
、
天
保
九
戊
戌
年
三
月
吉
祥
日
、

湯
山
村
、
若
者
中
」
と
い
う
銘
文
が
あ
り
ま
す
。
石
材
は
花
崗
閃
緑
岩
、
高
さ
一
六

〇
セ
ン
チ
、
幅
五
四
セ
ン
チ
。

水
上
村
湯
山
神
揚
に
「
猿
田
彦
太
神
　
天
保
九
戊
戌
年
三
月
吉
祥
日
　
湯
山
村
若
者

中
」
と
刻
っ
た
の
が
建
っ
て
い
る
。
（
天
保
九
年
＝
一
八
三
八
）

猿
田
彦
太



水上村誌第四巻（H25.3.31） 水上村史（S45.5.31） 碑 文 No.26
材質 所在地

花
崗
閃
緑
岩

字
下
覚
井
三
六
四

ｰ

一

（
松
岡
鉄
工
所
　
裏
）

高さ 和暦

217㎝

嘉
永
五
年

幅 西暦

65㎝

一
八
五
二
年

時代

江
戸
時
代

写真・図・規格 等

水
上
村
大
字
湯
山
字
神
揚
に
、
二
つ
に
折
れ
た
も
の
が
あ
り
、
「
猿
田
彦
太
神
、
嘉

永
五
壬
子
年
三
月
吉
祥
日
、
若
者
中
」
と
い
う
銘
文
が
あ
り
ま
す
。
石
材
は
花
崗
閃

緑
岩
、
高
さ
二
一
七
セ
ン
チ
、
幅
六
五
セ
ン
チ
。

※
村
史
に
掲
載
な
し

猿
田
彦
太



水上村誌第四巻（H25.3.31） 水上村史（S45.5.31） 碑 文 No.27
材質 所在地

花
崗
閃
緑
岩

湯
山
上
神
揚
一
二
九
二

高さ 和暦

172㎝

明
治
一
五
年

幅 西暦

50㎝

一
八
八
二
年

時代

明
治
時
代

写真・図・規格 等

水
上
村
大
字
湯
山
字
上
神
揚
に
、
「
猿
田
彦
太
神
、
明
治
十
五
年
十
二
月
四
日
、
神

上
村
若
者
中
」
と
い
う
銘
文
が
あ
り
ま
す
。
石
材
は
花
崗
閃
緑
岩
、
高
さ
一
七
二
セ

ン
チ
、
幅
五
〇
セ
ン
チ
。
石
碑
の
前
に
竹
に
挟
ん
だ
札
「
地
蔵
大
菩
薩
全
長
寺
」
が

立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

水
上
村
湯
山
中
神
揚
に
「
猿
田
彦
太
神
　
明
治
十
五
年
二
月
四
日
　
神
上
村
若
者

中
」
と
刻
っ
た
の
が
建
っ
て
い
る
。
（
明
治
十
五
年
＝
一
八
八
二
）

猿
田
彦
太
神



水上村誌第四巻（H25.3.31） 水上村史（S45.5.31） 碑 文 No.28
材質 所在地

花
崗
閃
緑
岩

湯
山
下
神
揚
一
四
三
七
‐
二

高さ 和暦

198㎝

明
治
二
七
年

幅 西暦

53㎝

一
八
九
四
年

時代

明
治
時
代

写真・図・規格 等

水
上
村
大
字
湯
山
字
下
神
揚
に
、
「
猿
田
彦
大
神
、
明
治
二
十
七
甲
午
年
旧
二
月
十

三
日
、
湯
山
村
覚
井
/
神
揚
、
若
者
中
」
と
い
う
銘
文
が
あ
り
ま
す
。
石
材
は
花
崗

閃
緑
岩
、
高
さ
一
九
八
セ
ン
チ
、
幅
五
三
セ
ン
チ
。
本
来
は
「
猿
田
彦
太
神
」
な
の

に
、
「
猿
田
彦
大
神
」
に
な
っ
て
い
ま
す
。

水
上
村
湯
山
神
揚
に
「
猿
田
彦
太
神
　
明
治
廿
七
甲
午
年
旧
二
月
十
三
日
　
湯
山
村

覚
井
神
揚
若
者
中
」
と
刻
っ
た
の
が
建
っ
て
い
る
。

猿
田
彦
大
神



水上村誌第四巻（H25.3.31） 水上村史（S45.5.31） 碑 文 No.29
材質 所在地

字
下
神
揚
一
四
一
一
ー
二

（
一
宮
神
社
　
参
道
）

高さ 和暦

104㎝

年
代
不
詳

幅 西暦

38㎝

時代

写真・図・規格 等

水
上
村
大
字
湯
山
字
神
揚
、
一
宮
神
社
参
道
に
、
正
面
上
部
に
梵
字
で
□
（
ウ
ー

ン
）
を
陰
刻
し
、
青
面
金
剛
立
像
を
陽
刻
し
て
い
ま
す
。
銘
文
は
確
認
で
き
ま
せ
ん

が
、
寶
永
～
寛
政
年
間
の
間
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
高
さ
一
〇
四
セ
ン
チ
、
幅
三
八
セ

ン
チ
。

※
村
史
に
記
載
な
し

青

面

金

剛

像

の

陰

刻



水上村誌第四巻（H25.3.31） 水上村史（S45.5.31） 碑 文 No.30
材質 所在地

花
崗
閃
緑
岩

字
下
北
目
一
六
一
六
ー
二

高さ 和暦

122㎝

明
治
二
五
年

幅 西暦

38㎝

一
八
九
二
年

時代

明
治
時
代

写真・図・規格 等

水
上
村
大
字
湯
山
北
目
に
、
「
猿
田
彦
太
神
、
明
治
二
十
五
辰
年
旧
三
月
二
日
、
北

目
村
」
と
い
う
銘
文
が
あ
り
ま
す
。
石
材
は
花
崗
閃
緑
岩
、
高
さ
一
二
二
セ
ン
チ
、

幅
三
八
セ
ン
チ
。
石
碑
の
前
に
、
「
明
治
三
十
五
年
四
月
二
十
九
日
立
、
荒
嶽
文
次

郎
・
ま
つ
」
と
刻
ん
だ
石
灯
篭
一
基
が
建
っ
て
い
ま
し
た
。

猿

田

彦

太

神



水上村誌第四巻（H25.3.31） 水上村史（S45.5.31） 碑 文 No.31
材質 所在地

花
崗
閃
緑
岩

字
中
北
目
一
七
〇
〇
ー
五

（
北
目
公
民
分
館
　
下
）

高さ 和暦

156㎝

明
治
二
五
年

幅 西暦

53㎝

一
八
九
二
年

時代

明
治
時
代

写真・図・規格 等

水
上
村
大
字
湯
山
中
北
目
に
、
「
猿
田
彦
太
神
、
明
治
二
十
五
辰
年
、
旧
三
月
二

日
、
北
目
村
」
と
い
う
銘
文
が
あ
り
ま
す
。
石
材
は
花
崗
閃
緑
岩
、
高
さ
一
五
六
セ

ン
チ
、
幅
五
三
セ
ン
チ
。

水
上
村
湯
山
北
目
に
「
猿
田
彦
太
神
　
明
治
廿
五
辰
年
旧
三
月
二
日
　
北
目
村
」
と

刻
っ
た
の
が
建
っ
て
い
る
。

猿

田

彦

太

神



水上村誌第四巻（H25.3.31） 水上村史（S45.5.31） 碑 文 No.32
材質 所在地

花
崗
閃
緑
岩

湯
山
馬
場
二
七
一
‐
一

（
ご
し
ん
入
口
）

高さ 和暦

145㎝

享
保
七
年

幅 西暦

44㎝

一
七
二
二
年

時代

江
戸
時
代

写真・図・規格 等

水
上
村
大
字
湯
山
の
馬
場
に
、
正
面
上
部
に
梵
字
で
□
（
ウ
ー
ン
）
と
刻
み
、
「
庚

申
塔
、
享
保
七
壬
寅
天
十
月
吉
祥
日
、
湯
山
村
講
中
廿
一
人
」
と
刻
ん
だ
も
の
が

建
っ
て
い
ま
す
。
石
材
は
花
崗
閃
緑
岩
、
高
さ
一
四
五
セ
ン
チ
、
幅
四
四
セ
ン
チ
。

湯
山
の
馬
場
に
、
「
庚
申
塔
　
享
保
七
壬
寅
天
十
月
吉
祥
日
　
湯
山
村
講
中
廿
一

人
」
と
刻
っ
た
も
の
が
建
っ
て
い
る
。

庚
申
塔



水上村誌第四巻（H25.3.31） 水上村史（S45.5.31） 碑 文 No.33
材質 所在地

花
崗
閃
緑
岩

湯
山
馬
場
二
〇
八

（
馬
場
入
口
　
左
）

高さ 和暦

240㎝

元
文
四
年

幅 西暦

66㎝

一
七
三
九
年

時代

江
戸
時
代

写真・図・規格 等

水
上
村
大
字
湯
山
の
馬
場
に
、
正
面
上
部
に
梵
字
で
□
（
ウ
ー
ン
）
と
刻
み
、
「
庚

申
塔
、
元
文
四
己
未
天
三
月
十
四
日
、
構
中
、
二
十
五
人
」
と
刻
ん
だ
も
の
が
建
っ

て
い
ま
す
。
「
構
中
」
は
、
「
講
中
」
の
誤
り
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
石
材
は
花
崗
閃

緑
岩
、
高
さ
二
四
〇
セ
ン
チ
、
幅
六
六
セ
ン
チ
。

湯
山
の
馬
場
に
　
「
庚
申
塔
　
元
文
四
己
未
天
三
月
十
四
日
　
構
中
二
十
五
人
」

（
構
中
は
講
中
の
誤
）
と
刻
っ
た
も
の
が
建
っ
て
い
る
。
（
元
文
四
年
＝
一
七
三

九
）

庚

申

塔



水上村誌第四巻（H25.3.31） 水上村史（S45.5.31） 碑 文 No.34
材質 所在地

花
崗
閃
緑
岩

高さ 和暦

114㎝

明
和
五
年

幅 西暦

40㎝

一
七
六
八
年

時代

江
戸
時
代

写真・図・規格 等

水
上
村
大
字
湯
山
の
北
目
に
、
正
面
上
部
に
梵
字
で
□
（
ウ
ー
ン
）
と
刻
み
、
「
大

青
面
金
剛
、
明
和
五
子
年
二
月
吉
祥
日
、
講
中
」
と
刻
ん
だ
も
の
が
建
っ
て
い
ま

す
。
石
材
は
花
崗
閃
緑
岩
、
高
さ
一
一
四
セ
ン
チ
、
幅
四
〇
セ
ン
チ
。

湯
山
の
北
目
に
、
「
大
青
面
金
剛
塔
　
明
和
五
子
年
二
月
吉
祥
日
　
講
中
」
と
刻
っ

た
も
の
が
建
っ
て
い
る
。
（
明
和
五
年
＝
一
七
六
八
）



水上村誌第四巻（H25.3.31） 水上村史（S45.5.31） 碑 文 No.35
材質 所在地

花
崗
岩

湯
山
馬
場
二
〇
八

（
馬
場
入
口
　
右
）

高さ 和暦

141cm

明
治
十
八
年

幅 西暦

43cm

一
八
八
五
年

時代

明
治
時
代

写真・図・規格 等

水
上
村
大
字
湯
山
上
馬
場
に
、
「
猿
田
彦
太
神
、
明
治
十
八
年
酉
旧
三
月
二
十
一

日
、
馬
場
村
、
若
者
十
七
人
」
と
い
う
銘
文
が
あ
り
ま
す
。
石
材
は
花
崗
閃
緑
岩
、

高
さ
一
四
一
セ
ン
チ
、
幅
四
三
セ
ン
チ
。

水
上
村
湯
上
馬
場
に
「
猿
田
彦
太
神
　
明
治
十
八
年
酉
旧
三
月
廿
一
日
　
馬
場
若
者

十
七
人
」
と
刻
っ
た
の
が
建
っ
て
い
る
。
旧
は
、
旧
暦
（
つ
ま
り
新
暦
に
対
す
る
語

で
陰
暦
の
意
）

猿

田

彦

太

神



水上村誌第四巻（H25.3.31） 水上村史（S45.5.31） 碑 文 No.36
材質 所在地

水
成
岩

高さ 和暦

116㎝

天
明
五
年

幅 西暦

44㎝

一
七
八
五
年

時代

江
戸
時
代

写真・図・規格 等

水
上
村
大
字
湯
山
の
本
野
に
、
正
面
上
部
に
梵
字
で
□
（
ウ
ー
ン
）
と
刻
み
、
「
庚

申
塔
、
天
明
五
乙
巳
天
五
月
吉
祥
日
、
湯
山
若
者
中
」
と
刻
ん
だ
も
の
が
建
っ
て
い

ま
す
。
石
材
は
水
成
岩
、
高
さ
一
一
六
セ
ン
チ
、
幅
四
四
セ
ン
チ
。

湯
山
の
元
野
に
、
「
庚
申
塔
　
天
明
五
年
五
月
吉
祥
日
　
湯
山
若
者
中
」
と
刻
っ
た

も
の
が
建
っ
て
い
る
。
（
天
明
五
年
＝
一
七
八
五
）



水上村誌第四巻（H25.3.31） 水上村史（S45.5.31） 碑 文 No.37
材質 所在地

高さ 和暦

享
保
二
十
年

幅 西暦

一
七
三
五
年

時代

江
戸
時
代

写真・図・規格 等

水
上
村
大
字
湯
山
の
馬
場
に
、
「
青
面
金
剛
、
享
保
二
十
年
二
月
吉
祥
日
」
と
刻
ん

だ
も
の
が
建
っ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
行
方
不
明
で
ず
。

湯
山
の
馬
場
に
、
「
青
面
金
剛
、
享
保
廿
年
二
月
吉
祥
日
」
と
刻
っ
た
も
の
が
建
っ

て
い
る
。



水上村誌第四巻（H25.3.31） 水上村史（S45.5.31） 碑 文 No.38
材質 所在地

高さ 和暦

天
保
五
年

幅 西暦

一
八
三
四
年

時代

江
戸
時
代

写真・図・規格 等

湯
山
の
神
揚
に
、
　
「
大
青
面
金
剛
塔
　
天
保
五
甲
午
年
五
月
吉
祥
日
」
と
刻
っ
た

も
の
が
建
っ
て
い
る
。
（
天
保
五
年
＝
一
八
三
四
）



水上村誌第四巻（H25.3.31） 水上村史（S45.5.31） 碑 文 No.39
材質 所在地

花
崗
閃
緑
岩

高さ 和暦

122㎝

明
治
二
〇
年

幅 西暦

38㎝

一
八
八
七
年

時代

明
治
時
代

写真・図・規格 等

水
上
村
大
字
湯
山
下
北
目
の
石
碑
に
「
猿
田
彦
太
神
、
明
治
二
十
年
旧
三
月
吉
日
、

神
揚
」
と
い
う
銘
文
が
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
行
方
不
明
で
す
。

水
上
村
湯
山
下
北
目
に
「
猿
田
彦
太
神
　
明
治
二
十
年
旧
三
月
吉
日
　
神
揚
」
と

刻
っ
た
の
が
建
っ
て
い
る
。



水上村誌第四巻（H25.3.31） 水上村史（S45.5.31） 碑 文 No.40
材質 所在地

湯
山
中
覚
井
七
七
六

（
な
る
お
裏
手
）

高さ 和暦

明
治
四
十
三
年

幅 西暦

一
九
一
〇
年

時代

明
治
時
代

写真・図・規格 等

水
上
村
大
字
湯
山
字
下
覚
井
に
、
「
猿
田
彦
太
神
、
明
治
四
十
三
年
二
月
吉
祥
日
、

覚
井
若
者
中
」
と
い
う
銘
文
が
あ
り
ま
す
。
現
在
、
行
方
不
明
で
す
。

水
上
村
湯
山
下
覚
井
に
「
猿
田
彦
太
神
　
明
治
四
十
三
年
二
月
吉
祥
日
　
覚
井
若
者

中
」
と
刻
っ
た
の
が
建
っ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上
が
今

の
と
こ
ろ
球
磨
地
方
に
於
け
る
猿
田
彦
太
神
碑
の
主
な
も
の
だ
が
、
そ
の
す
べ
て
が

「
大
神
」
で
は
な
く
「
太
神
」
で
あ
る
の
も
興
味
が
あ
る
。

猿
田
彦
太
神



水上村誌第四巻（H25.3.31） 水上村史（S45.5.31） 碑 文 No.41
材質 所在地

不
明

字
中
覚
井
七
一
八
ー
二

高さ 和暦

204㎝ 不
明

幅 西暦

81㎝ 不
明

時代

不
明

写真・図・規格 等

猿
田

彦
太

神



水上村誌第四巻（H25.3.31） 水上村史（S45.5.31） 碑 文 No.42
材質 所在地

高さ 和暦

大
正
十
一
年

幅 西暦

一
九
二
二
年

時代

大
正
時
代

写真・図・規格 等

古
屋
敷
小
学
校
脇
に
、
「
庚
申
塔
、
大
正
十
一
年
十
一
月
　
椎
葉
　
実
」
と
刻
ん
だ

も
の
が
あ
り
ま
す
。

古
屋
敷
の
小
学
校
脇
に
、
「
庚
申
塔
　
大
正
十
一
年
十
一
月
　
椎
葉
実
」
と
刻
っ
た

も
の
が
建
っ
て
い
る
。



水上村誌第四巻（H25.3.31） 水上村史（S45.5.31） 碑 文 No.43
材質 所在地

高さ 和暦

明
治
三
十
五
年

幅 西暦

一
九
〇
二
年

時代

明
治
時
代

写真・図・規格 等

水
上
村
湯
山
覚
井
に
「
猿
田
彦
太
神
　
明
治
卅
五
年
四
月
吉
日
」
と
刻
っ
た
の
が
あ

り
、
そ
の
前
に
「
明
治
卅
五
年
四
月
廿
九
日
立
　
荒
嶽
文
次
郎
　
ま
つ
」
と
刻
っ
た

石
灯
籠
が
建
っ
て
い
る
。
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